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 当 期 決 算 の 特 徴 (単体) 

 

◆債券関係損益、株式等関係損益が増加。当期純利益で過去最高益を計上 

（詳細は、4～5頁をご覧ください。） 
 

◇ 貸出金利回りの低下を主因として資金利益は前期比7億円減少しました。また、債券関係損益の増加を主因にその

他業務利益は18億円増加し、業務粗利益は12億円の増益となりました。 

◇ 一方、経費は人員の減少や預金保険料の減少により全体で5億円の減少となり、実質業務純益は18億円の増益とな

りました。 

◇ 当期は株式等関係損益が28億円と前期比26億円の増加となる一方で、与信コストは22億円となり、戻入益を計上

した前期に比べ64億円の増加となったことから、経常利益は前期比13億円減益の208億円となりましたが、法人税

等の負担額が減少したことより、当期純利益は22億円増益の147億円となり、過去最高益の計上となりました。 
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Ⅰ 平成27年度通期（平成28年3月期）決算の概要 

 

１．預金、貸出金の残高【 単 体 】 
 
 当期中の預金等（譲渡性預金を含む）の期中平均残高は、前期比1,015億円増加（増加率2.37％）し、4兆3,799億円

となりました。うち、コアとなる個人預金の期中平均残高は3兆2,746億円で同523億円の増加となりました。 

 一方、貸出金の期中平均残高は3兆1,242億円となり、前期比1,742億円の増加（増加率5.90％）となりました。これ

は、事業性貸出・消費者向け貸出・地公体向け貸出がそれぞれ増加したことによるものであります。 

 この結果、預貸率は71.33％で、前期比2.38％上昇いたしました。 

 今後も引き続き、運用力の一層の強化に努め、良質な貸出金の増強に努力してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(注) 1．金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
   2．消費者向け貸出のうち、消費者ローンとは、借入の利便性向上のため予め貸出条件等を定めてパッケージ化した

商品であり、その他の消費者向け貸出とは、消費者ローン以外の個人向け一般融資（事業性の貸出を除く）であ

ります。 
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２．利鞘【 単 体 】 

 
 当期中の資金運用利回りは前期比0.04％低下して1.13％となりました。これは、低金利の長期化による貸出金利回

りの低下（前期比0.10％低下）が主因であります。 
 一方、資金調達原価は経費率の低下（前期比0.04％低下）から1.01％（同0.04％低下）となり、その結果、総資金

利鞘は0.12％（前期比変わらず）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
(注) 小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

３．預り資産残高・期中販売額【 単 体 】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．保険の取扱開始以降の取扱保険料累計額は446,027百万円であります。 



 
 
 

株式会社  滋 賀 銀 行 

 - 4 -

４．損益状況【単体】 
 
 
 当行単体の当期の損益状況は次のとおりであります。 
 
 

■貸出金利息の減少により資金利益は減少 

 資金運用の要である貸出金は、前期に比べて期中平均残高は増加したものの、低金利の長期化により貸出金利回

りが低下した結果、貸出金利息は前期比713百万円減少して39,800百万円となりました。また、有価証券利息配当

金は同26百万円増加し、12,783百万円となりました。 

資金調達面では、預金等利息が2,221百万円と前期比24百万円減少したこと等から、資金調達費用は同8百万円減

少して3,413百万円となりました。 

これらの結果、資金利益は前期比720百万円減少の49,483百万円となりました。 
 
 

■役務取引等利益は増加 

 役務取引等収益は11,715百万円と前期比349百万円増加した一方、役務取引等費用は4,923百万円と同151百万円

の増加にとどまったことから、役務取引等利益は前期比197百万円増加の6,792百万円となりました。 
 
 

■債券等関係損益が増加し、その他業務利益は増加 

 債券等関係損益（債券５勘定尻＋金融派生商品損益）が前期比2,048百万円増加したこと等より、その他業務利益

は4,378百万円と前期比1,817百万円の増加となりました。 

以上の結果、業務粗利益は60,653百万円で前期比1,294百万円の増益となりました。 
 
 

■経費は人件費、物件費が減少 

 経費は人件費、物件費が減少し、前期比512百万円減少の42,444百万円となりました。 

 この結果、一般貸倒引当金繰入前の実質業務純益は、前期比1,806百万円増益の18,209百万円となりました。 
 
 

■株式等関係損益が増加する一方で与信コストも増加 

 当期は株式等関係損益が2,832百万円と前期比2,632百万円の増加となる一方で、与信コストは2,285百万円と戻入

益を計上した前期に比べ6,407百万円の増加となりました。 
 
 

■経常利益は減益となるも当期純利益は過去最高益 

 これらの結果、当期の経常利益は20,889百万円と前期比1,319百万円の減益となりました。 

 一方、法人税等の負担額が減少したこと等より、当期純利益は14,794百万円と前期比2,221百万円の増益となり、

過去最高益となりました。 
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【 単 体 】                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 1. 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2. 債券等関係損益＝ 

   国債等債券売却益－同売却損＋同償還益－同償還損－同償却＋金融派生商品収益－金融派生商品費用 
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５．損益状況【連結】 

 当行は連結子会社が９社あり、連結決算を実施しております。 

 当期の連結経常利益は単体比1,646百万円増の22,535百万円（前期比2,041百万円の減益）となりました。親会社株

主に帰属する当期純利益は単体比713百万円増の15,508百万円（前期比1,832百万円の増益）となり、過去最高益とな

りました。 

 

【 連 結 】                                                                       

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．連 結 粗 利 益＝資金利益(資金運用収益－(資金調達費用－金銭の信託運用見合費用))＋役務取引等利益(役務取

引等収益－役務取引等費用)＋その他業務利益(その他業務収益－その他業務費用) 

3．連結業務純益＝連結粗利益－営業経費(臨時費用処理分を除く)－貸倒引当金繰入額(その他経常費用)中の一般貸

倒引当金繰入額 
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６．業務純益【 単 体 】 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 1．金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 

2．職員数は、期中平均人員を使用しております。 

 

 

７．債券等関係損益【 単 体 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 (注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

８．株式等関係損益【 単 体 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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９．有価証券の評価損益 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
2．27年3月末において「満期保有目的」で保有している有価証券は債券のみであります。 
3．「その他有価証券」については期末日の時価に基づいて評価しておりますので、上記の表は貸借対照表又は連結

貸借対照表計上額と取得価額との差額を記載しております。 
4．「その他有価証券」には、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めて記載しております。 

 

 

10．ＲＯＥ【 単 体 】 

（単位：％） 

 28年3月期 
  

27年9月期 27年3月期 27年9月期
比  較

27年3月期
比  較

 業 務 純 益 ベ ー ス 4.86 0.72 △0.48 4.14 5.34 

 
当 期 ( 中 間 ) 

純 利 益 ベ ー ス 
4.43 △0.42 0.33 4.85 4.10 

(注)  小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 
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11．自己資本比率（国際統一基準） 
 
 25年3月末からバーゼルⅢが導入されたことにより、25年3月末より新基準で定められた算式に基づき算出しており

ます。 

また、当行は信用リスクの計測手法として『FIRB（基礎的内部格付手法）』を、オペレーショナルリスクの計測手

法として『粗利益配分手法』を採用しております。 

なお、当行単体の当期末の総自己資本比率は16.24％で前期末（平成27年3月末）比0.64％上昇、連結ベースの当期

末の総自己資本比率は16.45％で前期末比0.51％上昇となりました。 
 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は億円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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Ⅱ  貸出金等の状況 

 

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 
 

当行単体のリスク管理債権の合計は659億円となり、前期末（27年3月末）比58億円の減少、総貸出金残高に占め

る比率は2.01％と同0.33％の低下となりました。 

 なお、当行の子会社では一般事業貸出を行っていないことから、連結ベースでのリスク管理債権残高は単体比59

百万円の増加にとどまっております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

２．金融再生法開示債権の状況【 単 体 】 
 
 当行単体の金融再生法に基づく開示債権の合計は660億円で前期末（27年3月末）比58億円の減少、総与信に占める

比率は1.99％で同0.33％の低下、貸倒引当金や担保等による保全率は74.81％で同0.83％の上昇となりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 
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３．業種別貸出状況等 

 
 

(1) 消費者ローン残高【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

(注) 1．百万円未満を切り捨てて表示しております。 

2．住宅ローンには、地方公共団体制度融資(住宅資金)・協定住宅融資等の住宅関連融資を含めて記載しております。 

  

  

(2) 中小企業等貸出金残高・比率【 単 体 】                                   （金額単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

 

 

(3) 業種別貸出金残高【 単 体 】                                    （単位：百万円） 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)  百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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(4) 業種別リスク管理債権残高【 単 体 】                            （単位：百万円） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 百万円未満を切り捨てて表示しております。 

  

 

４．国別貸出状況等 
 
(1) 特定海外債権残高【 単 体 】                                                

     該当事項はありません。 

 

(2) アジア向け貸出金【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

 28年3月末 
  

27年9月末 27年3月末 
27年9月末比較 27年3月末比較

イ ン ド ネ シ ア 315 △142 △150 457 465
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

中 国 1,778 △289 288 2,067 1,489
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

香 港 1,932 △664 △1,009 2,596 2,941
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

台 湾 550 550 550 ― ―

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

タ イ 1,576 △651 △454 2,228 2,031
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

合 計 6,153 △1,197 △774 7,350 6,928
（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

 

(3) 中南米主要諸国向け貸出金【 単 体 】 

該当事項はありません。 

 
(4) ロシア向け貸出金【 単 体 】 

該当事項はありません。 
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Ⅲ  自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【 単 体 】 

 

〔平成28年3月末現在〕                                                              （金額単位：億円） 

自己査定結果（債務者区分別） 金融再生法の開示基準  リスク管理債権 

対象：貸出金等与信関連債権 
対象：要管理債権は貸出金のみ 

       その他は貸出金等与信関連債権 
対象：貸出金 

区    分 

与信残高 

分          類 

区    分 

与信残高 

担  保

保  証

による

保全額

引 

当 

額 

保全率 区    分 
貸出金

残  高
非 

分類 

Ⅱ 

分類 

Ⅲ 

分類 

Ⅳ 

分類

破  綻  先 
 

6 
1 4 

 

― 

(1) 

―
破産更生債権

及びこれらに

準ずる債権

 

 

28 

25 3 100.00%

破綻先債権 6

実質破綻先 
 

21 
6 15 

 

― 

(1) 

―

延 滞 債 権 495

破綻懸念先 
 

474 
327 80 

 

67 

(177)

 

危険債権 

474 
230 177 85.82%

要 
 
 
注 
 
 
意 
 
 
先 

 
要管理先 

 

223 

 

25 198 

  

 
要管理債権

(貸出金のみ)

 

157 

 

37 21 37.06%

3カ月以上

延 滞 債 権
3

貸 出 条 件

緩 和 債 権
153

 
小計 

660 

 

292 201 74.81% 合      計 659

その他の 
要注意先 

 

2,686 

543 2,142   

正常債権 
 

32,445 

 

総与信に占める 

金融再生法開示基準 

による不良債権(小計) 

の割合         1.99% 
 

   

総貸出金に占める 

 リスク管理債権の 

 割合       2.01% 

正  常  先 
 

29,693 
29,693     

合      計 
 

33,106 
30,597 2,441 

 

67 

(180) 

―

合    計 
 

33,106 
    

 
（注）1．金額は単位未満を、比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。 

2．貸出金等与信関連債権：貸出金・支払承諾（銀行保証付私募債に係る支払承諾を除く）・外国為替・貸付有価

証券・貸出金に準ずる仮払金・未収利息の合計 

3．自己査定結果におけるⅢ分類の(  )内は分類額に対する引当額であります。 



 
 
 

株式会社  滋 賀 銀 行 

 - 15 -

Ⅳ  平成29年3月期の業績予想 

 

〔 主要勘定(通期の期中平均残高) 〕 

                                                                               （金額単位：億円） 

 単    体 連    結 

 予想平均残高 前期比較 予想平均残高 前期比較 

預金等(譲渡性預金含む) 44,772 
(2.2 %)
973 

44,636 
(2.2 %)
973 

貸 出 金 32,463 
(3.9%)

1,221 
32,370 

(3.9%)
1,221 

有 価 証 券 13,524 
(△1.4%)
△196 

13,538 
(△1.4%)
△196 

(注) 前期比較欄の上段の(  )内は、前期比増減率であります。 

 

〔 利回り 〕【 単 体 】 

（単位：％） 

 予想利回り 前期比較 

預金等(譲渡性預金含む)        0.04 △0.01 

貸 出 金 1.16 △0.11 

有 価 証 券 1.02 0.09 

 

〔 損 益 〕 

【 単 体 】                                                                      （単位：百万円） 

 中間期(平成28年9月期) 通期(平成29年3月期) 

 
28年9月期 
予 想 

27年9月期 
実 績 

27年9月期 
比 較 

29年3月期 
予 想 

28年3月期 
実 績 

28年3月期 
比 較 

経 常 利 益 7,000 11,118 △4,118 13,000 20,889 △7,889 

当期(中間)純利益 4,500 8,067 △3,567 8,500 14,794 △6,294 

業 務 純 益 8,000 6,882 1,118 15,300 16,229 △929 

 

【 連 結 】                                                                      （単位：百万円） 

 中間期(平成28年9月期) 通期(平成29年3月期) 

 
28年9月期 
予 想 

27年9月期 
実 績 

27年9月期 
比 較 

29年3月期 
予 想 

28年3月期 
実 績 

28年3月期 
比 較 

経 常 利 益 8,000 11,991 △3,991 15,000 22,535 △7,535 

当期(中間)純利益 5,000 8,494 △3,494 9,500 15,508 △6,008 

(注) 親会社株主に帰属する当期（中間）純利益を表示しております。 


